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①　大和三山　左から天香久山、畝傍山、耳成山、大神神社の大鳥居、二上山を望む。この中を直線道路の
横大路（伊勢街道）、上ツ道、中ツ道、下ツ道（中街道）が縦横に走り、その沿道に町場や村が発展した。

②　明日香村八釣の集落　遠く畝傍山と二上山を望む　中央の大和棟の
民家の竈屋の鬼瓦に③の銘文がある。

③　文化 9 年（1812）奥山村
の瓦屋太七と「作人（細工人）
政七」作の鬼瓦　打出の小槌

万葉歌碑拓本



④　横大路を東へ、山中の長谷寺に至る　国宝長谷寺本堂（奥の正堂と手前の礼堂）と重要文化財の鐘楼・
登廊が周囲の緑にとけこむ。本堂は徳川家光の寄進を得て正保2年（1645）に着工し、5年後の慶安3年（1650）
に完成した。入母屋造りの正堂の屋根に、懸造りの礼堂が取り付き、複雑な屋根構造をみせる。

⑤　登廊が取り付く鐘楼の屋根も入母屋造りで、
大棟と隅棟、降り棟、妻降り棟に、慶安 2年（1649）、
大坂四天王寺住の寺島家一門作の 18 個の鬼瓦が残
る。徳川家の御用瓦師であった寺島家は大規模な
造営に対応するため、大坂と京都に分かれていた
が、本堂大棟の東西の鬼瓦には慶安元年（1648）
銘があり、西には大坂寺島家の三右衛門、東には
京都寺島家の井上善兵衛の銘があるので、本堂の
大量の瓦は両家が協力分担して作ったと思われる。

⑦　鐘楼大棟西の鬼瓦　額に蓮華座付の梵字、脚
に雲紋を飾る。

⑥　正堂大棟東の鬼瓦　別作りの本体と脚を帯金
で固定する。

⑨　奥院鐘楼門　入母屋造りの屋根に 10個の鬼瓦 ⑩　同大棟鬼瓦　正保 4年（1647）五井村佐兵衛作

⑪　大師堂前の鐘楼　桟瓦葺きだが鬼瓦は古い。 ⑫　鐘楼鬼瓦　万治 2年（1659）大
お

路
ち

堂
どう

村佐兵衛作

⑧　横大路を西へ、二上山麓の当麻寺に至る　重要文化財の奥院鐘楼門近くから国宝の東西両塔を望む。当
麻曼荼羅で知られたこの寺の創建は 7世紀末に遡り、多くの建造物・仏像が国宝や重要文化財に指定されて
いる。境内の諸堂には、五井村の佐兵衛や大

お

路
ち

堂
どう

村（曽我村）の佐兵衛、万
まん

歳
ざい

村の池ノ上八兵衛などが作った、
江戸時代初期の鬼瓦が多数残されている。
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⑰　大棟の鬼面紋鬼瓦　脇区と脚に木葉紋を飾る。 ⑬　復元された環濠に映る今西家八棟造りの屋根

⑱　大棟の宝嚢紋鬼瓦　脇区と脚に桃と枝葉を飾
る。

⑭　重要文化財　今西家住宅（北西から）慶安 3
年（1650）

⑲　豊田家　南西隅棟の大黒天　寛文 2 年（1662） 
脇区に八双金物形と吹き流し状のヒレをあらわす。

⑮　重要文化財　豊田家住宅（南東から）寛文 2
年（1662）

⑯　今西家大棟の鬼瓦　左鬼面紋、右宝嚢紋。

⑳　横大路と下ツ道の交差点「札の辻」右が旅籠の旧平田家（19世紀前半）

�　旧十市郡池尻村（橿原市東池尻町）煙出しと鳥衾が目立つ杉本家

�　山深い明日香村入谷　昔、荷物はすべて人間が担いで村まで運んだ。

�　「札ノ辻」東の平田家の亀の鬼
瓦　「箸新」刻印（箸

はし

喰
ばみ

村　新七）

�　杉本家鬼瓦　文化 15年（1818）　
横内　伊兵衛作

�　入谷の家紋鬼瓦　弘化 4 年
（1847）　常門村　新兵衛作

�　入谷の地蔵寺鬼瓦　弘化 2 年
（1845）　常門村　利兵衛作
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�　無住となって久しく、この
ままでは崩壊を待つばかり。地
元には加賀藩主前田利家とまつ
の間に生まれた姫君に関連する
伝承が残る。

�　西の鯱と鬼瓦　額に経巻 �　東の鯱と鬼瓦　額に頭巾　図56・
62・63を参照。

�　火灯窓が優美な三間堂　屋根は寄棟造りで 10
個の鬼瓦が残る。

�　長谷寺への道から北へ入ると寺が見えてくる。

�　桜井市初瀬の万福寺　享保 19 年（1734）銘の鯱や鬼瓦が多数残る。鯱は三輪の瓦屋佐平次、鬼瓦は三
輪の谷本五郎右衛門作。背面は桟瓦葺きに改修され、大棟には羊歯類や木が生えている。

�　祓戸と太鼓台庫　建物に比して不釣合な大き
さの鬼瓦が睨みを利かせる。

�　旧十市村（橿原市十市町）から譲られた太鼓台
　稚桜神社は今回の調査のきっかけになった場所。
本殿の前には 7世紀代の石灯籠の中

ちゅう

台
だい

があり、「雷
おさえの石」と伝えられている。また入り口制札横の
石材は古代寺院址の唐

から

居
い

敷
しき

らしい。祓
はらえ

戸
ど

の奥にある
太鼓台庫

ぐら

の無銘の鬼瓦は 18世紀中頃のもので、新
に

ノ
の

口
くち

村（橿原市新口町）の瓦屋、相田傳兵衛の作品と
の共通点が多い。昭和 4年頃には、この太鼓台の前
後を村人 32人で担ぎ、桜井駅まで練り歩いたという。

�　祓戸の鬼瓦　文化 2 年（1805） 
戎重村　彌七郎作

�　唐居敷の軸
じく

摺
すり

穴
あな

�　太鼓台庫東の鬼瓦

�　制札前の唐居敷

�　太鼓台庫西の鬼瓦

�　「雷おさえの石」　下の石が凝灰
岩製の中台で蓮弁が残る。

�　桜井市池之内の稚桜神社　本文5頁参照のこと
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�　「聞か猿」葛城市北花内　浄円寺境内

�　桜井市初瀬　崇蓮寺の庚申堂　三猿の鬼瓦 �　「胡麻屋」 �　「りゑ敬白」銘はいずれも後刻

�　庚申堂大棟西の「聞か猿」猿股が可愛い　19
世紀前半

�　堂内の青面金剛 �　同「三猿」を刻む

�　明日香村栢森　龍福寺庚申堂の青面金剛像 �　同庚申堂の三猿鬼瓦　常門村　新兵衛作

庚申信仰と三
さん

猿
えん

　
　庚申は青

しょう

面
めん

金
こん

剛
ごう

の別称である。青面金剛は顔の
色が青い金剛童子で、病魔・病鬼を払い除くと信じ
られ、庶民によって多くの庚申堂が建てられた。「見
ざる、聞かざる、言わざる」の三猿のモチーフは、
庚申信仰とともに近世以降広まり、庚申堂に様々な
三猿が飾られた。
　初瀬は宿場としても栄え、多くの本陣があった。
「胡麻屋」もそのひとつで、初瀬崇蓮寺境内の三猿
の鬼瓦は、胡麻屋りゑの寄進したものと思われる。

�　御幣を担ぐ猿　今井町春日神社絵馬堂大棟西 �　見上げる猿　左手に桃　葛城市新在家　明圓寺

�　御幣と巫女鈴を担ぐ猿　春日神社絵馬堂大棟東 �　母猿の背中にしがみ付こうとする子猿

�　今井町春日神社絵馬堂　御幣猿の鬼瓦が載る

�　鹿に乗り桃を持つ猿　橿原市高殿町の民家 �　御幣猿の留蓋　明日香村祝戸の民家　嘉永 5
年（1852）頃

鹿に乗る猿と御幣猿　
　屋根には三猿以外にも様々な猿がいる。鹿に乗る
猿は、屋久島をはじめ各地でみられ、『鳥獣人物戯画』
や『年中行事絵巻』にも登場するが、この猿は手に
枝葉のついた桃を持つところに意味が込められてい
るのであろう。�の塀の隅から遠くを眺める猿も左
手に桃を持つ。
　「御幣猿」もあちこちに残り、春日神社絵馬堂東
の猿は、御幣と巫女鈴を担ぐ。留蓋として作られた
親子の猿は、あどけない子猿の一瞬の表情を巧みに
とらえている（大和高田市の某寺境内）。
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�　桜井市戒重西方寺の桃の鬼瓦　常門村　新兵
衛作

�　雲梯村小兵衛作　宝永 8 年（1711）　橿原市
一町　浄念寺境内

�　�と酷似する桃の鬼瓦　大和高田市専修院 �　今井町今西家の南西隅棟を飾る桃の鬼瓦　慶
安 3年（1650）

�　吉井傅兵衛作　今井町旧杉本家の桃の鬼瓦　
寛永 21年（1644）

�　有馬温泉「ゆの山御てん」出土の桃の鬼瓦

桃の鬼瓦　
　桃は古くから邪気を払う力があるとされ、また不
老長寿のシンボルともされた。16世紀末に鬼瓦の意
匠に用いられ、「ゆの山御てん」出土例（1594 〜 98
年）や姫路城例（1580 〜 1617 年）、民家では旧杉
本家例がその早い例である。桃はとりわけ僻邪の力
が強いとされ、建物の 艮

うしとら

（北東）の方角に鬼門除
けとしてのせた。今西家には、鬼面紋と桃・分銅・
宝嚢の 4種類の鬼瓦が使われている。桃は主屋の南
西隅棟と西妻の南の降り棟にあり、裏鬼門（ 坤

ひつじさる

）
を護った。

�　波乗り兎の鬼瓦　広陵町広瀬の福徳寺表門　19
世紀後半

�　大棟北には波乗り鯛がセットとなり鯱を支える

�　兎の形が桃のよう　大和高田市野口　西蓮寺 �　築地塀の角を護る兎　桜井市橋本の民家　19
世紀後半

�　桜井市池之内　稚桜神社拝殿入口上の波乗り兎 �　広陵町中　徳浄寺の欄間透かし彫り

�　耳まで完全な兎　橿原市南浦町の民家　19 世
紀中頃

�　子兎を肩車する鬼瓦　桜井市初瀬の民家

兎の鬼瓦　
　波に兎の意匠には「火伏せ」の効果があり、建物を火災から護ると信じられた。なぜなら、兎は月で餅を搗く。
月は陰

いん

の象徴で太陽の陽と対比され、水と縁があり、波と兎の様々な造形が火伏せのために作られたのである。
なお小兎を肩車した�は、子孫繁栄、一家円満を併せて祈ったものか。�には「奥治」、�には「百済瓦師　
藤村武兵衛」の銘がある。「奥治」は、天保 12 年（1841）から安政 3年（1856）までの銘文を残す奥山村の
治兵衛と思われる。�と�は社寺の入口上の波乗り兎。�は明治 12年（1879）再建の拝殿。�は江戸後期か。
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�　小鬼を懲らしめる鍾馗像　橿原市八木町の民家 �　鍾馗の鬼瓦　香芝市鎌田　寂照寺北の民家　19
世紀中頃

�　柄杓をもって踊る猩々　桜井市下
しも

の造り酒屋　
19 世紀後半

�　鍾馗像　今井町称念寺北の民家

�　猩々　橿原市十市町の民家　酒甕と柄杓・盃　
19世紀後半

�　鍾馗の鬼瓦は珍しい　桜井市三輪　心念寺北
の民家

�　平瓦で目隠しされた鬼瓦　桜井市初瀬　法起院

  鍾
しょう

馗
き

と猩
しょう

々
じょう

　
　鍾馗の鬼瓦は、疫鬼を退けるというので、民家の
屋根から寺の鬼瓦を睨み返す。近年は�のような鍾
馗像が増加中。�の法起院の鬼瓦は、東の山中に鎮
座する与

よ

喜
ぎ

天満宮の神威を恐れ、敬意を表したもの
という。
　�の猩々を見つけた時は、その風貌が老女のよう
に思え、何者かわからなかった。また�は、造り酒
屋の主人が「火消し」と誤解していた。猩々は七福
神の鬼瓦が流行した 19 世紀中頃以降、寿老人の代
わりに取り入れられたものと思われる。
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九
八
五
年
、
和
歌
山
県
生
ま
れ
。
近
畿
大
学
文
芸
学
部
講
師
、
同
民
俗
学
研
究
所
所

員
。『
戦
国
期
六
角
氏
権
力
と
地
域
社
会
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
八
年
）、『
戦
国
時
代
の

大
名
と
国
衆
』（
共
著
、
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
八
年
）、『
近
江
六
角
氏
』（
編
著
、
戎
光
祥

出
版
、
二
〇
一
五
年
）、「
成
立
期
和
歌
山
城
の
政
治
的
意
義
―
豊
臣
政
権
の
「
統
一
」
事
業

と
の
関
わ
り
か
ら
―
」（『
研
究
紀
要
』
二
八
、
和
歌
山
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
）、
な

ど
。

執
筆
者
紹
介
（
五
十
音
順
）
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執筆者紹介

鈴
木
伸
二

　
大
阪
府
に
生
ま
れ
る
。
近
畿
大
学
総
合
社
会
学
部
准
教
授
・
同
民
俗
学
研
究
所
所
員
。

「
中
世
の
開
発
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
葛
川
の
民
族
誌
」（『
民
俗
文
化
』（
30
）
二
〇
一
八
年
）、

『
生
態
資
源
：
モ
ノ
・
場
・
ヒ
ト
を
生
か
す
世
界
』（
共
著
、
昭
和
堂
、
二
〇
一
八
年
）、「
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
湿
地
の
シ
ン
プ
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（『
近
畿
大
学
総
合
社
会
学
部
紀
要
』
4

（
1
）
二
〇
一
五
年
）
ほ
か
。

俵
和
馬
（
た
わ
ら
　
か
ず
ま
）

　
一
九
九
一
年
、
兵
庫
県
豊
岡
市
生
ま
れ
。
大
阪
歴
史
博
物
館
学
芸
員
。「
和
歌
山
県
紀
美

野
町
に
お
け
る
動
物
の
民
俗
」（『
民
俗
文
化
』
二
九
、
二
〇
一
七
年
）、「
8 

mm
フ
ィ
ル
ム

「
天
然
記
念
物
　
但
馬
名
勝
　
出
石
鶴
山
」
撮
影
の
背
景
―
出
石
鶴
山
の
歴
史
と
映
像
の
意

義
―
」（『
大
阪
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
八
、
二
〇
二
〇
年
）、『
大
阪
歴
史
博
物
館
館
蔵

資
料
集
　
一
六
　
小
絵
馬
　
中
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
柴
垣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
執
筆
・
編
集
、

二
〇
二
〇
年
）
な
ど
。

辻
貴
志
（
つ
じ
　
た
か
し
）

　
一
九
七
三
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
近
畿
大
学
経
営
学
部
非
常
勤
講
師
、
佐
賀
大
学
大
学
院

農
学
研
究
科
特
定
研
究
員
。An Eco-M

aterial Cultural Study on Bird Traps am
ong 

the Palaw
an of the Philippines. Naditira W

idya 

一
三 

（
一
）（
二
〇
一
九
年
）、An 

Ethnography on the W
edge Sea H

are in M
actan Island, the Philippines. 

Naditira W
idya 

一
三 

（
二
）（
二
〇
一
九
年
）、Gathering the Internal O

rgans of 

W
edge Sea H

are (D
olabella auricularia): A

 Case in M
actan Island, the 

Philippines. People and Culture in Oceania 

三
五
（
二
〇
二
〇
年
）、
ほ
か
。

人
見
佐
知
子
（
ひ
と
み
　
さ
ち
こ
）

　
兵
庫
県
生
ま
れ
。
近
畿
大
学
文
芸
学
部
教
員
、
同
民
俗
学
研
究
所
所
員
。『
近
代
公
娼
制

度
の
社
会
史
的
研
究
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
五
年
）、『
第
4
次
現
代
歴
史
学
の
成

果
と
課
題
3
歴
史
実
践
の
現
在
』（
共
著
、
績
文
堂
出
版
、
二
〇
一
七
年
）、「〈
戦
争
の
子
ど

も
〉
か
ら
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
考
え
る
」（『
日
本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
』

一
四
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
。

藤
井
弘
章
（
ふ
じ
い
　
ひ
ろ
あ
き
）

　
一
九
六
九
年
、
和
歌
山
市
生
ま
れ
。
近
畿
大
学
文
芸
学
部
教
授
、
同
民
俗
学
研
究
所
所

員
。『
高
野
町
史
　
民
俗
編
』（
共
著
、
高
野
町
、
二
〇
一
二
年
）、「
高
野
山
納
骨
習
俗
の
地

域
差
　
―
和
歌
山
県
北
部
を
中
心
に
―
」（『
民
俗
文
化
』
二
九
、
二
〇
一
七
年
）、『
日
本
の

食
文
化
　
4
　
魚
と
肉
』（
編
著
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）、『
三
和
イ
ン
セ
ク
テ
ィ

サ
イ
ド
　
50
年
の
あ
ゆ
み
』（
編
著
、
三
和
イ
ン
セ
ク
テ
ィ
サ
イ
ド
、
二
〇
一
九
年
）、
な

ど
。
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投稿規程

一
、
投
稿
で
き
る
者
は
、
近
畿
大
学
民
俗
学
研
究
所
々
員
お
よ
び
同
所
員
よ
り
推
薦
を
受
け

た
者
と
す
る
。

 

二
、
受
け
付
け
た
原
稿
は
複
数
の
査
読
者
に
よ
る
査
読
を
受
け
る
。
そ
の
結
果
に
も
と
づ

き
、
掲
載
の
可
否
を
決
定
す
る
。
論
部
の
内
容
に
不
備
が
あ
る
場
合
に
は
、
編
集
委
員
か

ら
投
稿
者
に
修
正
を
求
め
る
。

三
、
刷
り
上
が
り
は
、
Ａ
四
判
・
縦
書
き
（
必
要
な
場
合
は
横
書
き
も
可
）、
一
ペ
ー
ジ
あ

た
り
三
十
五
字
×
十
九
行
×
二
段
を
原
則
と
す
る
。
原
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る

限
り
、
刷
り
上
が
り
に
合
わ
せ
て
字
数
設
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。

四
、
投
稿
の
締
切
日
は
、
毎
年
五
月
末
日
と
す
る
。
原
稿
は
、
原
則
と
し
て
、
電
子
記
憶
媒

体
（
Ｃ
Ｄ
等
）
を
添
え
て
編
集
委
員
に
提
出
す
る
。

五
、
別
刷
は
五
十
部
を
無
料
と
す
る
。

六
、
刊
行
後
の
報
文
（
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
書
評
、
写
真
及
び
写
真
解
説
等
）
は
、
そ
の

著
作
権
が
近
畿
大
学
民
俗
学
研
究
所
に
帰
属
す
る
。
た
だ
し
、
著
作
者
本
人
に
よ
る
転
載

等
を
さ
ま
た
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

七
、
刊
行
後
の
報
文
（
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
書
評
、
写
真
及
び
写
真
解
説
等
）
は
、
冊
子

体
以
外
の
媒
体
（
近
畿
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
等
）
で
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
承
諾
の

う
え
投
稿
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
電
子
媒
体
で
の
公
開
に
際
し
て
は
、
著
作
者
本
人
も
し

く
は
話
者
の
意
向
等
に
よ
り
、
一
部
ま
た
は
全
部
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

 

近
畿
大
学
民
俗
学
研
究
所

民
俗
文
化
　
投
稿
規
程
　（
令
和
二
年
十
月
）
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は
五
十
部
を
無
料
と
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六
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行
後
の
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文
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、
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ト
、
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写
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及
び
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真
解
説
等
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は
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そ
の

著
作
権
が
近
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学
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俗
学
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究
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に
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す
る
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た
だ
し
、
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作
者
本
人
に
よ
る
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等
を
さ
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も
の
で
は
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後
の
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文
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文
、
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ノ
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、
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は
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体
以
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の
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等
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で
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開
さ
れ
る
こ
と
を
承
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え
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る
こ
と
。
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で
の
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開
に
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は
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も
し
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よ
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と
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。
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編集後記

編
集
後
記

　

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
世
界
中
で

今
ま
で
と
は
大
き
く
異
な
る
生
活
ス
タ
イ
ル
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
近
畿

大
学
の
授
業
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
な
が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
（
後
期
は
一
部
対
面
授

業
）
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
民
俗
学
研
究
所
と
し
て
は
、
昨
年
か
ら
計
画
し
て
い

た
一
一
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
延
期
を
判
断
し
た
。
ま
た
、
調
査
自
体
も
地
域
や
話
者
へ
の

配
慮
か
ら
、
自
粛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
と
な
り
、
延
期
・
縮
小
し
て
き
た
。
民
俗
学

を
中
心
と
し
た
当
研
究
所
の
現
地
調
査
と
し
て
は
、
ご
高
齢
の
方
に
接
触
す
る
場
合
も
多
い

こ
と
か
ら
、
最
大
限
に
話
者
へ
の
配
慮
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
地
元
の
ほ
う
か
ら
招
か
れ
る
場
合
な
ど
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
感
染
対
策
を
し

た
う
え
で
、
夏
以
降
に
一
部
の
調
査
を
再
開
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
規
調
査
や
補

充
調
査
が
十
分
に
お
こ
な
え
な
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
所
員
が
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
て
き
た

調
査
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
論
考
を
ま
と
め
、「
近
畿
の
民
俗
・
文
化
」
特
集
と
い
う
形
で
、

『
民
俗
文
化
』
三
二
号
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
所
員
以
外
に
、
元
所
長
の
大
脇
潔
氏
、

経
営
学
部
非
常
勤
講
師
の
辻
貴
志
氏
、
大
阪
歴
史
博
物
館
の
俵
和
馬
氏
に
も
論
考
や
書
評
を

い
た
だ
い
た
。
結
果
と
し
て
、
昨
年
度
に
劣
ら
な
い
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
冊
子
と
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
当
研
究
所
の
所
員
が
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
多
く
の
方
々
の
健
康
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
た
い
。
一
日
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
収
束
し
、

民
俗
調
査
を
通
常
モ
ー
ド
で
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
、
ご
高
齢
の
方
々
か
ら
お
話
を
た
く
さ

ん
う
か
が
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
る
。

 

（
Ｈ
・
Ｆ
）
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